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この本で取り上げる話題のひとつの最も素朴な形は

_:IIて

;:_:

のような,連立方程式である.こ のような連立方程式は,すでに中学校以来おなじみの
ように,1つの未知数を消去することによって解を求めることができる。すなわち,第 1
の式を4倍 したものから,第 2の式を√ 倍したものを引けばπだけの式が残り,解を求
めることができる。このとき,"の係数として現れるもの,すなわち 2× 4-(― :)× √
から行列式の発見につながった,と いうのであれば話はわかりやすいのであるが,歴史
は必ずしもこのようには展開しなかった.た だ,和算 (西洋数学の影響を受ける以前の
日本で独自の発展をとげた数芸をこうよぶ)の歴史の中で,関孝和 (1642?-1708)が行
列式を見出した経緯は,連立方程式の取り扱いの中からだったらしい.関孝和の行列式
の発見は,その西洋数学の中での発見者とされるライプニッッ (1646-1716)に先んず
るとして,和算史の中でのひとつの誇らしい挿話となっている。しかし,ラ イプニッッ
を行列式の第一発見者とすることは,例えその端緒が著書の中にほのめかされていると
はいえ,疑間視されている (ブルバキ (村田全訳),数学史 77頁 ).実際には,解析幾何
を研究する中で座標変換のようなことから,ク ラメール (1704-1752)や ベズー (1739-
1783)な どによって導入され,コ ーシー (1789-1857),ヤ コビ (1804-1851)に よっ
て,少なくとも,こ の本で解説する程度にまでは発展させられた。
また数学的なある対象の集まりが線形的かどうかという問いかけの仕方も,歴史的に
は連立 1次方程式系の解の空間についてではなく,む しろある種の微分方程式の解の空
間のあり方から導入されたという方が事実に近いだろう。
いわば,連立 1次方程式自体は順次未知数を消去していきさえすれば,解ける (あ る
いは解けないことの判定がつく)ということで,これ自体を目的に研究するということ
はほとんどなかったように見える。

しかし,現在では多少状況は異なっている.工学などの実用上では大きなサイズの連
立 1次方程式を,可能ならば,具体的に解けることが望ましいし,近年の計算機の発達
により,実際に望みもでてきた。この場合はいかに効率的に解くかということも時間,費
用の面から重要になり,こ の方向の研究もいまや数多くある.ま た情報通信の分野では ,
スカラーの区域を有限体とよばれるものに取り替えるのではあるが,行列や行列式の理
論的側面を駆使している。

このような時代にふさわしぃ教科書として本書が読者の役に立つことを願つている。

200o年 9月

著 者
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1 行列とその和・スカラー倍
数を下のように長方形上に並べて括弧でくくったものを行列とい う:

ス =

行列において,横の並びを行といい,縦の並びを列という.上の行列 スは,行が 鶴 個,列が
η個あるので,m tt η列の行列,または (鶴 ,η)行列という.行列 スの第 づ行と第 J列の交
わりの位置にある数をスの

(づ ,J)成分という。(づ ,プ)成分が αづJである行列を (atJ)と 書く.

例 1。 1。 α可=づ
2_プ でぁるとき,(4,5)行列 ス=(αjJ)の成分を並べて書き表すと

となる.

(1,η)行列をη次元行ベクトル,(n,1)行列を鶴 次元列ベク トルといい,これらを総称
して数ベク トルという.特に,すべての成分が 0の数ベクトルを零ベク トルといい,0と
かく・ (鶴,2)行列 ス=(atJ)の第 づ行の成分からできる行ベクトルをスの第 づ行ベクトル

といい,ス の第ブ列の成分からできる列ベクトルをスの第 ブ列ベクトルという.た とえば,
例 1。 1の スについて,第 3行ベクトルは

(87654),
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